
本質的な「空気環境対策」こそが
社会で果たすべき私たちの使命

私たちは2006年の設立以来、日本の「空気環境対策」の向上のために、
UV-C（紫外線C波）を利用した紫外線照射装置の開発・販売を行ってきました。
ただ製品を開発・販売するのではなく、業界のリーディングカンパニーとして、
Made in JAPANの技術・製品・知見を活かして、お客様の課題を解決する本質的な
「空気環境対策」を世界中へ広げていくこと。

＝世界の空気をうつくしく＝
私たちの掲げるミッションは、使命であると同時に実現すべき未来でもあります。

会社概要

社名 エアロシールド株式会社

代表者 代表取締役社長 長谷川忠

本社 〒870-1161 大分県大分市大字木上394番地の12

TEL: 097-588-8120 FAX: 097-588-8119

設立

社員数

2006年3月

13名（2021年11月現在）

顧問弁護士・
弁理士事務所

弁護士法人内田・鮫島法律事務所

公式サイト https://www.aeroshield.co.jp/

沿革

2006年 CDCガイドライン和訳版に掲載
2007年 大分県ビジネスプラングランプリ優秀賞受賞
2016年 九州ヘルスケア産業推進協議会”ヘルスケア産業づくり

貢献大賞受賞
2017年 経済産業省「地域未来牽引企業」認定
2019年 「スタートアップワールドカップ2019」九州代表選出
2020年 STOP感染症2020戦略会議

「空気除菌・清浄による感染症対策ワーキンググループ」
委員に就任
「エアロシールド株式会社」へ社名変更（10月）

2021年 株式会社富士通ゼネラルとの戦略的資本業務提携（3月）

導入実績

1,000施設以上、8,000台以上

技術・開発

特許件数 12件（※2021年1月現在,出願中含む）
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難しい主な感染経路および予防策

陰圧室
（室内の空気を漏らさない）

集塵

吸着

減菌

主に限られた医療機関
一般的な方法ではない

陰圧室隔離

正しく装着すると30分程度で苦しい

COVID-19 空気感染に関する
CDCの見解（2020/10/5付）

公式に新型コロナ（covid-19）が空気感染
することを認めています。

厚労省の見解（2021/11/2付）

公式に「主要感染経路にエアロゾル吸入」と
新型コロナ感染症診療の手引きに明記されま
した。



人がいる空間で安全に菌・ウィルスを減少

紫外線照射装置(UVGI)
CDC(アメリカ疾病予防管理センター)も室上部照射方式(Upper Room UVGI)を推奨

「特に部屋の換気を増やすためのオプションが限られてい
る場合は、SARS-CoV-2を不活化するのに役立つ補足施策と
して紫外線殺菌照射（UVGI）を使用することを検討してく
ださい。室上部照射のUVGIシステムは占有スペース内の空
気清浄を提供するために使用できます。」
2020年12月8日更新
※医療機関向けではなく、コミュニティ（一般社会・公共）や職場や学校向け



エアロシールド導入後、人の数・時間が変わって
も空間の環境を一定に維持している

第3者機関との実証実験も
ありますが、実空間での実証
検査の事例・データが多数
あるのも当社の強み

NTT西日本での実証実験



病院、介護、
保育関連

導入事例



様々な場所へ設置

導入事例
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